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概要 
音声言語では，音声とその指示内容の結びつきは恣

意的であると考えられている。しかし，ブーバ・キキ
効果のように，音声と指示内容の関係が完全に恣意的
とは限らない例もあり，このような例が体系的に存在
するという仮説は音象徴と呼ばれている。オノマトペ
は自然言語における音象徴的な語彙の一つではないか
と考えられており，本研究ではオノマトペが全体とし
て音象徴的な体系を持つことを実験的に検証した。 
 
キーワード：言語の恣意性，ブーバ・キキ効果，音象
徴，オノマトペ 

1. はじめに 

音声言語には，音声とその指示内容の結びつきが一

意に定まるとは限らないという恣意的な側面がある[1]。

一方で，その恣意性に反するようなブーバ・キキ効果

[2]という現象も確認されている。ブーバ・キキ効果は，

音声とその指示内容の関係が完全に恣意的とは限らな

いことを実験的に示した例であり，実験参加者は用意

された 2 つの人工語と 2 つの図形の関係についての事

前知識がないにもかかわらず，95％の人が特定の人工

語と特定の図形を対応付けたと報告されている。この

ような音声とその指示内容の間に非恣意的な関係性が

体系的に存在するのではないかという仮説は音象徴と

呼ばれている[3]。一般に，人が日常的に使用する語彙

はその多くが音声と指示内容の関係が恣意的とされる

一方で，オノマトペと呼ばれる語彙はそれらの間に非

恣意的，音象徴的な関係性があるのではないかと考え

られている[4][5]。そこで，本研究では日本語オノマト

ペが語彙全体として音象徴的な体系を持つのではない

かと仮説を立て，日本語オノマトペがそのような体系

を持つための要因を実験的に明らかにすることを目的

とした。 

2. 方法 

本研究では，日本語話者および非日本語話者を実験

参加者とし，それぞれの参加者に日本語オノマトペ様

の語の音声を聞かせ，その音声が指していると推測さ

れる図形を複数の選択肢から一つ選択させるという実

験を行った。 

音声刺激 日本語オノマトペ様の語群の作成と選定

は，清水らの方法[6]を参考にして行った。本研究では，

まず作成する語を繰り返し型オノマトペ(e.g. キラキ

ラ，ワンワン)を模した語のみに限定し，全日本語音韻

を組み合わせることで機械的に 20449 語を生成した。

これらの語群に対して，日本語母語話者 3 名に日本語

としての容認度判断をさせることで選出した 249 語を

実験で使用する日本語オノマトペ様の語とした。この

語群を日本語母語話者および合成音声に読み上げさせ

たものを音声刺激として使用した。 

図形リスト 選択肢となる図形は，山口・椎名[7]で作

成された 36 個の図形(図 1)を日本語話者に呈示し，そ

の中で日本語話者による選択の集中度が高かった上位

20個の図形(図 2)を非日本語話者に呈示した。 

 

 

図 1 日本語話者に呈示した図形リスト 

 

図 2 非日本語話者に呈示した図形リスト 

 

 

実験参加者 日本語話者として，日本人大学院生 12名

（男性 10名，女性 2名，平均年齢 24.17歳，SD=1.46）

が参加した。非日本語話者として留学生の大学院生 27
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名（男性 14名，女性 13名，平均年齢 27.70歳，SD=4.64）

が参加した。すべて日本国外から来日している外国人

留学生であり，参加者の出身国の内訳は，タイ：2名，

ミャンマー：2名，中国：6名，インドネシア：1名，

バングラデシュ：3名，ケニア：1名，ベトナム：5名，

インド：4名，ラオス：1名，マレーシア：1名であっ

た。留学生の参加者のうち半数となる 13名は，日本語

学習歴 1年未満であった。 

 

実験手続き 実験参加者には，日本語オノマトペ様の

語の音声を聞いた後で，その音声から連想される図形

を図形リストの中から一つ選択させた。音声刺激は，

コンピュータに接続されたヘッドホンを通して呈示し

た。音声はコンピュータ上に表示された音声プレイヤ

ーを参加者自身に操作させることで再生されるよう設

定し，音声は繰り返し聞くことを許可した。実験のイ

ンストラクションは，日本語話者には日本語で行い，

非日本語話者には英語で行った。 

3. 結果と考察 

実験後，日本語話者と非日本語話者で音声と図形の

対応付けにどのような傾向があるかを調べるために対

応分析を行った。対応分析では，音声と図形の間の相

関関係が最も高くなるように各変数にスコアと呼ばれ

る実数値を与えることで，各変数が名義尺度であって

もその関係性を定量的に分析することができる。日本

語話者による音声と図形の対応付けの頻度について対

応分析を行ったところ，正の相関関係が認められた(𝑟 

=0.674)。非日本語話者による音声と図形の対応付けの

頻度についても同様に対応分析を行ったところ，弱い

正の相関関係が認められた(𝑟 =0.355)。対応分析によっ

て得られた日本語話者および非日本語話者の音声と図

形の各スコアを数値の大きさの順で並び替えると，ス

コアの絶対値の最大付近に丸い輪郭を持つ図形または

鋭い輪郭を持つ図形が並ぶという結果になった(図 3, 

図 4)。 

 

図 3 日本語話者による音声と図形の対応付けを 

可視化したヒートマップ 

 

図 4 非日本語話者による音声と図形の対応付けを 

可視化したヒートマップ 

 

次に，図形と対応づけられている音声の特徴を分析

するために，対応分析で得られた各音声のスコアを目

的変数，音声を構成する個別音を説明変数としたステ

ップワイズ回帰分析を行なった。分析の結果、日本語

話者(𝑅2 =0.390, 𝑝<0.05)，非日本語話者 (𝑅2 =0.551, 

𝑝<0.05)ともにスコアと個別音の間に有意な相関がみら

れ，母音では [o][u][i]，子音では一部の阻害音
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[k][ts][b][tɕ][d][ʑʲ][ɕʲ][z][ɡ][ɡʲ][kʲ]が，日本語話者および非

日本語話者の音声スコアに共通して影響する要素であ

ることが示唆された。 

音声特徴と各図形特徴はそのスコアの順位の対応か

ら，[o][u]が丸い輪郭の図形，[i]および一部の阻害音が

鋭い輪郭の図形と対応づいていると推測された。また，

音声と図形の各スコアの順序について，日本語話者と

非日本語話者間における順序相関係数を求めた結果，

音声に関しては弱い正の相関関係(𝑟 =0.246, 𝑝<0.05)，

図形に関しては正の相関関係(𝑟 =0.680, 𝑝<0.05)が見ら

れたことから，両者間における音声と図形の対応付け

の傾向は類似していることが示唆された(図 5)。 

以上の分析結果から，日本語話者と非日本語話者に

おけるオノマトペ様の語の音声と図形の対応付けには，

全体としてブーバ・キキ効果と類似した対応付けの構

造が見られた。この結果は，日本語オノマトペ様の語

は全体として音象徴的な体系をもつことを示唆するも

のである。 

 

図 5 日本語話者と非日本語話者による 

音声と図形の対応付けの類似構造 
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